
「『いわて若者カフェ』企画・運営等業務」に関する質問・回答票 

Ｒ５.２.24時点 

№ 
資料 

名称 

該

当

頁 

該当項目 質問内容 回  答 

1 

資料２ 

業務仕

様書 

２ ３ 本業務

の概要（２） 

開館日時が変更となった理由や背景につ

いて教えてほしい。 

平日については、利用者がいわて若者カフェを利用しようという時間

が、学校や仕事が終わった後の時間帯となるのではないかと考えたこと。

土日の場合は、利用者がイベントを開催する場合、準備も含めて朝から使

用したい利用者が多いのではないかと考えたため。 

 

2 

資料２ 

業務仕

様書 

３ ３ 本業務

の概要（２） 

若者カフェの施設利用について、複数

名・複数団体による「チャレンジショップ」

のような、物品の販売を伴うイベントを実

施することは可能か。 

基本的には可能。ただし、特定の事業者や団体のみが利益を得る形とな

らないよう留意すること。 

3 

資料２ 

業務仕

様書 

３ ３ 本業務

の概要（３） 

連携拠点やカフェマスターは、来年度も

同じメンバーや拠点の予定か。 

来年度のカフェマスターや連携拠点についてはまだ決定していないが、

活動分野や地域に大きな変更はない見込である。 

企画提案書等は、令和４年度のカフェマスターと連携拠点の想定で作成

してほしい。 

5 

資料２ 

業務仕

様書 

３  ３ 本業務

の概要（３） 

令和４年度のカフェマスター及び連携拠

点の選定の経緯や意図について教えてほし

い。 

連携拠点については、いわて若者カフェのある県央地域以外の地域で、

各広域圏に１箇所ずつ配置できるよう、受託者からの企画提案を踏まえ、

県と受託者の協議等により決定したもの。 

また、拠点を持たないカフェマスターについては、活動分野が多岐にわ

たるよう、ＩＴやキャリア支援、食産業など活動分野や地域が被らないよ

う考慮の上、若者を積極的に支援したい方を選定した。 

6 

資料２ 

業務仕

様書 

３ ３ 本業務

の概要（３） 

年度途中で、いわて若者カフェの事業に

参画してほしい人材等があった場合、カフ

ェマスターや連携拠点として追加すること

は可能か。 

カフェマスターや連携拠点を年度途中で追加することは想定していな

い。事業に参画してほしい人材等を、イベントのゲストとして呼ぶことや、

会場として使用することは可能。 

なお、カフェマスターや連携拠点の意向により欠員等があった場合は、

後任候補者の選定について、受託者に相談や協力を依頼する場合がある。 

いずれにしても、今回の企画提案事項としては想定していない。 
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7 

資料２ 

業務仕

様書 

５、

７ 

５ 業務体

制について

（２）、 

６ 業務内

容（２） 

いわて若者カフェのアンケートの実態は

公開されたり、共有されたりしているか。 

カフェマスターで構成する「若者活躍支援チーム会議」で資料として提

供しているが、他に公開はしていない。 

 


